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統合報告書2025について
対象範囲
オリックス株式会社および国内外のグループ会社

対象期間
2025年3月期（2024年4月1日～2025年3月31日）
※一部に、対象期間以前・以後の活動や情報も含まれています。

参考にしたガイドライン
• IFRS財団（旧VRF）「国際統合報告フレームワーク」
• 経済産業省「価値協創のための 

統合的開示・対話ガイダンス2.0」

お問い合わせ先
オリックス株式会社 IR・サステナビリティ推進部
TEL : 03‒3435‒3121
URL : https://www.orix.co.jp/grp/contact/inquiry-jp.html

主な情報開示の体系図
オリックスは、株主・投資家をはじめとする幅広いステークホルダーの皆
さまに、持続的な成長を多面的にご理解いただくために、複数の媒体で
情報を開示しています。

グループサイト「サステナビリティ」

グループサイト「投資家情報」有価証券報告書／Form 20-F

統合報告書

編集方針
　オリックスは、株主・投資家をはじめとする幅広いステーク
ホルダーの皆さまに、当社の持続的な成長の姿を多面的に
ご理解いただくことを目的として、統合報告書を発行してい
ます。本統合報告書では、オリックスの現在の姿「As Is」と将
来に向けた姿「To Be」をお伝えし、より深いご理解と建設的
な対話の促進を目指します。

統合報告書2025のポイント
　「CEOメッセージ」では、失敗の経験を挽回の機会に変え
ることができる組織力がオリックスには備わっていること、ま
た、キャピタルリサイクリングの方針に変更がないことを強
調しています。さらに、グローバル競争を勝ち抜くためには、
優れた人材の獲得・育成と、現場における責任と権限の付与
が不可欠であり、これがオリックスの人的資本経営の基本で
あるとの井上CEOの考えが示されています。
　「COOメッセージ」では、長期ビジョンの実現を目指して
制定した成長戦略、すなわち、「ORIX Group Purpose & 
Culture」の実践を通じ、社会の潮流でもある3つの戦略的
投資領域において、オリックスグループの強みである2つの
ビジネスモデルを進化させること、併せて経営基盤を強化す
るための3つの重点施策に取り組むことを、本年１月に社長
就任した髙橋COOが自らの言葉でご説明しています。
　価値創造事例としては、高い専門性と投資家の皆さまから
の信頼を基盤に成長を続ける「航空機リース事業」をご紹介
しています。また、オリックスの創業の地であり、万博で世界
中から関心を集める「関西」における幅広い事業展開とその
将来展望を、グループ関西副代表が述べています。
　さらに、成長戦略、人的資本経営、サステナビリティ、コー
ポレートガバナンスといった価値創造を支える取り組みをま
とめています。
　ウェブサイト上での各種開示と合わせて、皆さま方のご理
解の一助としていただけましたら幸いです。

Contents
価値創造ストーリー	 3

ORIX Group Purpose & Culture	 3
ORIX Group Growth Strategy 2035	 4
数字で見るオリックス	 5
あゆみ	 6
社会の中のオリックス	 7
CEOメッセージ	 8
COOメッセージ	 11
価値創造モデル	 14
バリューアップモデル	 15
特集1　航空機事業における価値創造	 17
特集2　関西発の新たな価値創造	 19

成長戦略	 21
財務戦略について	 22
人材戦略について	 26

持続的な事業成長を実現する人的資本経営	 26
人的資本経営　重要指標の進捗	 27
社員から見たORIX Group Purpose & Culture	 28
コアバリュー	 30
コアケイパビリティ	 31
多様な人材が活躍できる職場づくり	 32
オリックスの人的資本経営を通じた事業機会の創出事例	 34

サステナビリティ情報	 35
サステナビリティ推進状況・推進体制	 36
ESGの重要課題と重要目標への取り組み状況	 37
気候変動への対応	 40
サプライチェーンマネジメントへの取り組み／生物多様性への取り組み	 44
人権への取り組み／サステナブルな投融資	 45
リスクマネジメント・リスクガバナンス	 46
デジタル化の推進	 49

コーポレート・ガバナンス	 50
コーポレート・ガバナンス	 51
マネジメントチーム	 53
社外取締役対談	 55
取締役会実効性評価	 57
取締役会・三委員会の活動状況	 58
報酬制度	 59
執行体制	 61
マネジメントチーム 執行役・事業ユニット責任者	 62

事業別戦略	 64

データ	 80

2ORIX INTEGRATED REPORT 2025 成長戦略 サステナビリティ情報 コーポレート・ガバナンス 事業別戦略 データ価値創造ストーリー

https://www.orix.co.jp/grp/contact/inquiry-jp.html
https://www.orix.co.jp/grp/company/sustainability/
https://www.orix.co.jp/grp/company/ir/
https://www.orix.co.jp/grp/company/ir/library/
https://www.orix.co.jp/grp/company/ir/library/annual_report/index.html


私たちオリックスグループは、祖業であるリースを起点に、

「隣へ隣へ」と事業領域を広げ、多角的に事業を展開する

ユニークな企業グループとなっています。

そんな私たちだからこそ培ってきた強みがあります。

それは、時代の要請をいち早く捉え、それに応えるための

ビジネスの芽を見出すこと。その芽を育てるために、

既存の枠組みにとらわれない“柔軟な発想”と、

幅広い知見を生かす“知の融合”で、

独自のこたえを作り出すこと。

この強みを生かして、私たちは自ら挑戦し、

挑戦する人々を支援することで、

世の中がよりよい方向に進むきっかけとなる、

“未来をひらくインパクト”を生み出し続けています。

企業が時代を越えた進化を遂げるように。経済や社会が

活性化するように。人々がなりたい自分に近づけるように。

すべては、世の中が持続可能なあり方へと進んでいくために。

それが、私たちのパーパスです。

多様性を
力に変える。

異なる視点や専門性を持った

仲間と意見を交わし、

垣根を越えて協力し合います。

挑戦を
おもしろがる。

独自の価値を生み出すための方法を考え抜き、

取るべきリスクを見極めたうえで、

新しいことにも前向きに取り組み続けます。

変化に
チャンスを見出す。

広い視野で時代の流れを捉え、

変化の兆しに対していち早く行動を起こし、

自らが進化する機会にしていきます。

変化に挑み、

柔軟な発想と知の

融合で、未来をひらく

インパクトを。価値観
Culture

C u l t u r eは、
Pu r p o s eを実現
するために、世界中の
オリックスグループ社員
が大切にする
共通の価値観です。

存在意義
Purpose

Pu r p o s eは、

オリックスグループの

社会における

存在意義であり、

私たちのすべての

活動の根幹と

なるものです。

ORIX Group Purpose & Culture

3ORIX INTEGRATED REPORT 2025 成長戦略 サステナビリティ情報 コーポレート・ガバナンス 事業別戦略 データ価値創造ストーリー



オリックスはグループの成長戦略として、

「ORIX Group Growth Strategy 2035」を

2 0 2 5年 4月に制定しました。

戦略を表す三角形の図では、2023年11月に制定した

当社Purpose 「変化に挑み、柔軟な発想と知の融合で、未来をひらくインパクトを。」を

一番上に位置付けています。

中段はFocus Areas（戦略的投資領域）で、

『PATHWAYS』 『GROWTH』 『IMPACT』の3つです。

その下は、当社の強みである2つのBusiness Model（ビジネスモデル）

「Alternat ive Investment & Operat ions（事業価値創造モデル）」と

「Business Solut ions（顧客課題解決モデル）」です。

Purposeを軸に、2つのビジネスモデルを活用し、

3つの戦略的投資領域で、持続的な成長を目指します。

Focus 
Areas

戦略的投資領域戦略的投資領域

Purpose

パーパス

ビジネスモデルビジネスモデル

Business 
Model

IMPACT

PATHWAYS

GROWTH

「テクノロジーの進化」に焦点をあて、
未来経済における新たなインパクト創造を目指す

「世界の人口増加・動態変化」に着目し、
変化する世界の中で、持続可能な成長をサポート

「地球温暖化・限りある資源」をテーマとし、
これらの課題に対してポジティブなインパクトを与える

変化に挑み、
柔軟な発想と知の
融合で、未来をひらく
インパクトを。

ORIX Group Growth Strategy 2035

➡ 詳細は、P.11～13のCOOメッセージをご覧ください。
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1975 202020152005199519851964 2010200019901980 2025（3月期）

 当期純利益

3,516億円
2015年3月期 2025年3月期

当期純利益＊ 2,349億円 3,516億円
総資産 11.4兆円 16.9兆円
配当金 36.0円 120.01円
社員数 31,035名 33,982名

法人営業・メンテナンスリース
不動産
事業投資・コンセッション
環境エネルギー
保険
銀行・クレジット
輸送機器
ORIX USA
ORIX Europe
アジア・豪州

2025年3月末

黒字継続 60年
ROE 8.8%

グローバルネットワーク 約30カ国・地域
健全性 

  

信用格付A格相当

＊ 当期純利益は、当社株主に帰属する当期純利益を指します。

■ 当期純利益の推移

■ セグメント別利益構成

17%

13%

18%
14%

5%

12%

7%

6%
8%

海外
（計34%）

セグメント利益
5,447億円

海外
（計31%）

26%

26%

6%

9%

9%

6%

12%

セグメント利益
3,375億円

1%

3%

2%

–1%

数字で見るオリックス
オリックスは1964年にリース会社として設立以降、新たな事業分野に進出し、今では世界で類を見ないユニークな会社になっています。
環境の変化に対応しながら多角的な事業ポートフォリオを構築し、持続的な成長を実現しています。

5ORIX INTEGRATED REPORT 2025 成長戦略 サステナビリティ情報 コーポレート・ガバナンス 事業別戦略 データ価値創造ストーリー



1964年～1970年代
●高度経済成長期。製造業を中心に企
業の設備投資が急増
●中小企業含め、資金ニーズが拡大し、
調達の多様化が重要なテーマ

●安定成長期となり、設備投資ニーズ
が鈍化
●円高・バブル経済とその崩壊を経て
金融が国際化

●不良債権処理、企業再編が社会課題。
金融機関の貸し渋りもあり、オルタ
ナティブ金融の必要性が増大
●環境問題への意識の高まり

●金融危機や東日本大震災後、エネル
ギー問題や地域再生が重視される
●ESGやサステナビリティへの注目が
高まる

●先の見通せない不透明な事業環境
下、多様で持続的な価値提供が求め
られる
●公共財政の制約や老朽化インフラの
更新ニーズの高まり

●「リース」という新しい金融の仕組
みを日本に導入。企業は初期投資
を抑えて最新設備を使用可能に。
●主に工作機械・OA機器・自動車・
船舶のリースなどを展開

●M&Aを積極的に取り入れ、生命
保険や銀行、不動産など事業の多
角化推進
●海外展開（米国、アジア）も加速

●企業再生ファンドや不動産投資・
再生事業を強化
●ノンバンクとして柔軟な資金供給
●環境配慮型ビジネス（太陽光発電、
ESCO事業など）を開始

●金融危機を乗り越え、財務体質・
リスク管理体制の強化
●再生可能エネルギー事業を本格化

●社会課題解決も視野に、パーパス、
長期ビジョン、成長戦略を策定

●金融、事業、投資の3つのアプロー
チで、多様な顧客ニーズに高い専
門性をもって価値提供

3商社・5銀行による1964年の創業
から、わずか6年後の1970年に株式
上場。自主独立の基礎を確立。

隣へ隣へと商品・サービスを多角化。
本格的なグループ経営を開始。同時
に、海外進出にも注力。

「国内と海外」「法人と個人」「アセットビ
ジネスとフィービジネス」という、さま
ざまな両面展開が結実し、確かな収益
基盤を構築。

金融危機以降、全社的なリスク管理体
制の強化とキャピタルリサイクリング
に取り組み、柔軟に事業ポートフォリオ
を変化。

キャピタルリサイクリングを推進し、社
会の持続可能性に良いインパクトを与
える価値創造に挑戦し続ける。

日本社会の
動向・課題

オリックスの
事業展開

提供価値

培った価値観

日本初のリース事業を導入し
高度成長を支えた

「自分の足で立つ」

1980～1990年代

多様な金融サービス提供と
国際化の加速

2000年代

バブル後の企業課題に応え
環境事業にも着手

2010年代

企業体質の強化と
エネルギー課題への貢献

2020年代

事業環境変化に即応し
新たな価値を創造

「隣へ隣へ／グループの横連携」 「新規事業分野の拡大」 「機敏・柔軟・臨機応変」 「完成形のない変化」

あゆみ
1964年に設立したオリックスは、時代とともに変化する社会課題やニーズに対応し、隣へ隣へと事業領域を広げ、世界各国で多様なビジネスを展開してきました。
こうした多角的な事業ポートフォリオ展開と環境変化に応じた絶え間ない事業の見直しによって、持続的な成長を実現してきました。
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空港運営

マンション修繕

マンション開発

カーシェアリング

カードローン

生命保険

予防医療サービス

水族館運営

物流施設開発

船舶リース

航空機リース

レンタカー

自動車リース

商業施設開発

ロボットレンタル

旅館運営

風力発電

水道施設運営 廃棄物処理施設

蓄電所 水力発電

メガソーラー発電

オフィスビル開発

ドーム球場運営

ローン
不動産ローン

変圧器レンタル

アセットマネジメント

PE投資

ホテル運営

トラックレンタル

劇場運営

3Dプリンターレンタル

屋根設置型太陽光発電

ドローンレンタル

移動金融車

銀行預金

中古車販売

事業承継

社会の中のオリックス
オリックスでは、事業活動を通じて社会に貢献するという考えのもと、10セグメントの多岐にわたる事業において多種多様な商品・サービスを提供しています。ここでは商品・サービスの一部をご紹介しています。

※本ページのイラストは、各セグメントの商品・サービスを紹介するために作成した架空の場所を表現しています。
➡ 各セグメントの事業について詳しくはP.66~79をご参照ください。

● 法人営業・メンテナンスリース：ローン、事業承継、予防医療サービス、自動車リース、
　 レンタカー、トラックレンタル、カーシェアリング、中古車販売、移動金融車、
　 ドローンレンタル、３Dプリンターレンタル、ロボットレンタル、変圧器レンタル

● 不動産：オフィスビル開発、物流施設開発、商業施設開発、水族館運営、旅館運営、
　 ホテル運営、劇場運営、マンション開発、マンション修繕、アセットマネジメント
● 事業投資・コンセッション：PE投資、空港運営、水道施設運営

● 環境エネルギー：メガソーラー発電、屋根設置型太陽光発電、風力発電、水力発電、
　 蓄電所、廃棄物処理施設
● 保険：生命保険
● 銀行・クレジット：銀行預金、ローン、不動産ローン、カードローン

● 輸送機器：航空機リース、船舶リース
● ORIX USA：ローン、不動産ローン、アセットマネジメント、PE投資
● ORIX Europe：アセットマネジメント
● アジア・豪州：自動車リース、ローン、PE投資

セグメントごとの商品・サービス事例
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経済的価値
持続的な利益成長
60年間、黒字継続

株主への利益還元
14期連続、減配なし

脱炭素社会への移行
再生可能エネルギー設備容量 4.7GW

循環型経済の推進
シェアやリースなど
モノを長く使うビジネスの展開

環境的価値＊3

企業や地域の活性化
事業投資や事業承継ビジネスの展開

DE＆I、健康と安全
持続的な成長を支える人材の創出

社会的価値＊3

Input 強み Outcome（Impact）

経営資源 長期ビジョン

リスク
マネジメント

成長分野を
見極める人材

分散された
ポートフォリオ

Focus 
Areas

戦略的投資領域戦略的投資領域

Purpose

パーパス

ビジネスモデルビジネスモデル

Business 
Model

IMPACT

PATHWAYS

GROWTH

変化に挑み、
柔軟な発想と知の
融合で、未来をひらく
インパクトを。

成長を支える強固で健全な財務基盤
財務資本

●D/Eレシオ＊1 1.5倍　● 株主資本比率 24.2％
●信用格付  A格相当　● 手元流動性＊2 1.4兆円

ステークホルダーや地域社会とのつながり
社会関係資本

●グローバル展開 約30カ国・地域
幅広い顧客基盤／独自の営業網

事業活動に必要な資源
自然資本

太陽光や風力などの自然エネルギー／
森林資源・水資源・海洋資源

リースや自社運営など事業で利用する
多種多様なモノ

製造資本

自動車／航空機／船舶／ ICT関連機器／
電子計測器／旅館／ホテル／水族館／太陽光発電所

知的資本
「金融」と「モノ」の専門性＋リスクを見極める力
ファイナンスの目線／モノを取り扱う専門性／国内外
に広がるグループの横連携による多様な専門性の融合

グローバルで多様な人材
人的資本

●従業員数 3.4万人　●海外社員比率 23％
社員の能力・経験・イノベーションへの意欲／
機敏・柔軟・臨機応変という企業文化

価値創造モデル
オリックスは、設立以来積み上げてきた資本を活用し、独自の「バリューアップモデル」で価値創造を行っています。その結果、現在10セグメントの事業を展開するに至り、
さまざまな分野でオリックスならではの価値を提供しています。この一連のサイクルを回していくことで、これからも社会に新たな価値を提供していきます。

※上記データは2025年3月末現在。
＊1 預金を除く。　　＊2 オリックス銀行・オリックス生命を除く。　　＊3 環境的価値・社会的価値の詳細については、右記のサイトをご参照ください。  サステナビリティ

➡ P.4

➡ P.26

➡ P.46

➡ P.65
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●お客さまとのコミュニケーションを通じて、
ニーズや経営課題を深く理解し、最適なソ
リューションの提案を常に目指す。

●地域に密着した国内外の営業ネットワーク
を持ち、そこで得られる引き合いや情報
をグループ内で共有・連携して案件を発掘
する。

●事業環境の変化に機敏に対応し、方向性
や分野を限定することなく、幅広く機会を
探る。

＊1 専門部門とは、会計、法務、税務、財務、経理、コンプライアンス、不動産鑑定など。　＊2 委員会規則では案件詳細に応じて決定権限金額を設定していますがここではその一例を示しています。

案件を
創出

目利き

投融資

追
加
投
資

バリュードライバー：企業価値を高める要因（リスクマネジメント／成長分野を見極める人材）概 要 

顧客ニーズや
市場の変化を発見

社員一人ひとりが顧客ニーズや市場
の変化を捉え、グループネットワーク
を活用して案件を創出します

●創業時よりファイナンスの専門性を積み重
ね、ファイナンスの知識・目線をすべての取
り組みの基礎になる大切なものと位置付け
て、ビジネスを分析・判断する。

●一定金額以上の案件は投・融資委員会で審
議・決裁する。
（融資案件の場合10億円超、投資案件の場
合500万円超＊2）
（委員会は、CEOならびにCEOが指名する
執行役およびグループ執行役員をもって構
成、委員長および委員会の決裁者はCEO）

●規律に基づいた判断を行う。
（エントリープライスを重視し価格競争を避
ける／投資では5-7年の出口戦略を前提と
し、キャピタルゲインと配当でIRR15-20%
を狙う／シナジーは投資判断に織り込まな
い／リスクに見合ったリターン、かつ株主資
本コストを上回るリターンを上げられること
を確認／サステナブル投融資チェックリスト
を活用してESGの観点からも案件を評価／
IRRなど収益性とROEやROAなど効率性
を確認）

●ファイナンスを起点として、投資や事業へと
進出したことで、さまざまな観点からリスク
を分析する力を積み上げている。

●一見とるのが難しそうなリスクであっても、
とれるリスクに変えることはできないかを考
え抜き、成長に向けたとるべきリスクを見極
める。

●現場の営業部門が主体的に専門的な金融
知識を活用するとともに、専門部門＊1と協
議しながら、案件を精査する。

●内容に応じて専門部門＊1と協議し、その意
見を判断材料とする。

金融および周辺分野の知識やノウハ
ウを活用して案件の採算性やリスク
を見極めます

「投・融資委員会」ではトップマネジメ
ントが関連部門の意見を踏まえ案件
の可否を判断します

 

採算性や
リスクを精査

各種案件を判断

バリューアップモデル
オリックスはリース事業から始まり、その周辺の新たな分野に事業を拡大することで成長してきました。こうした新領域への挑戦は、リスクや事業性を正しく評価し、さまざまな価値に結び付け、成長を実現できるビジ
ネスモデル（バリューアップモデル）に基づくものです。ここでは、バリューアップモデルの構成要素とその特徴についてご説明します。
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価値の

売却

向上・創出

EXIT

成長分野に
投資

モニタリング

事業継続

追
加
投
資

資
本
・
人
材
・ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
の
成
長
領
域
に

定
期
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
戦
略
・
計
画
の
検
証
）

●事業環境の変化に機敏に対応し、方向性や
分野を限定することなく、幅広く次の成長機
会を探る。

バリュードライバー：企業価値を高める要因（リスクマネジメント／成長分野を見極める人材）概 要

資産の価値を向上

環境変化に対し
柔軟に対応

新市場を開拓し、
持続的成長を実現

総合的な経営判断

オリックスならではの柔軟な資金手
当て、グループネットワーク、ハンズ
オン体制を活用して資産価値の向上
を図ります

定期的に案件をモニタリングし、環
境変化をいち早く察知します。そし
て柔軟な考え方で最適な対応策を導
き出します

案件の継続について関連部門の意見
を踏まえトップマネジメントが総合的
な観点で経営判断を下します

積み上げた資本、人材、ノウハウを新
たな分野に振り向け、持続的な成長
を実現します

●投資先・融資先の業況・業界を深く理解し、
中長期的な成長を重視する。

●投資の場合、
　・ 自己資金で投資するため、投資期間の延長や増資に柔軟に対応できる
　・ 専門性を持った人材が投資先と一体となって経営管理を行う
　・ グループネットワークを活用して投資先の顧客開拓や販路拡大に取り組む
　・ 投資先単体のバリューアップだけでなく、業界再編や業界構造改革の牽引も目指す

●案件実行後は定期的なモニタリングを行う。
（融資案件では融資先の業績や案件の保全
状況を確認／投資案件では事業計画と実績
の比較検証やオペレーションを確認／IRR
など収益性とROEやROAなど効率性を継
続評価／投融資判断時に特定した重要な
ESGリスクを継続評価）

●モニタリングは事業部門と管理部門がそれ
ぞれ違う観点で行い、結果をトップマネジメ
ントに報告する。
（事業部門は「部門戦略会議」で部門ポート
フォリオや個別案件状況を報告／グループ
全体のポートフォリオについてERM部門がさ
まざまな切り口でダッシュボード化して報告）

●案件実行時からの環境変化を捉え、最初
のシナリオにはこだわらず複数の新たなシ
ナリオを検討する。選択肢として常に売却
を検討し、最適な売却価格とタイミングを
探る。

●案件の継続・入れ替えについて投・融資委
員会で審議・決裁する。

●モニタリングの結果や事業環境を踏まえ、
またポートフォリオ全体の状況と個別案件
の状況を踏まえ、継続、追加投資、売却、減
損、事業撤退について判断する。投資の場合、
案件の状況によっては戦略を変更する。
（例えば、純投資から長期保有の自社事業
へ戦略を変更）

●リスク低減につながる策または将来の成
長を取り込む策などさまざまなシナリオを
描いてから判断する。

バリューアップモデル
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